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授業計画
【第8回】

製作　オリジナル作品（３）

授業計画
【第9回】

教育実習用教具づくり（１）

授業計画
【第10回】

教育実習用教具づくり（２）

授業計画
【第5回】

製作　フリーハンドベル（２）

授業計画
【第6回】

製作　オリジナル作品（１）

授業計画
【第7回】

製作　オリジナル作品（２）

授業計画
【第2回】

製作　ストレッチ用クッション（１）

授業計画
【第3回】

製作　ストレッチ用クッション（２）

授業計画
【第4回】

製作　フリーハンドベル（１）

3年次の製作に引き続いて、障害児教育（保育）等で活用する教具・玩具を製作する　またオリジナルの教具を立案製作する。さらに教
育実習でこれまで習得してきた技術を活かし教具製作を行い、卒業研究としてまとめる

授業の進め方
と方法

前期（１〜８）は製作を行う　後期は教育実習での経験をまとめる

授業計画
【第1回】

オリエンテーション　年間計画の提示

関連する科目 子ども教育専門ゼミⅠ

2単位 配当学年 4 実務経験教員
アクティブ
ラーニング

担当教員名 山之内　幹

授業概要

Minami　Kyushu　University　Syllabus
シラバス年度 2024年度 開講キャンパス 都城キャンパス 開設学科 子ども教育学科

科目名称 子ども教育専門ゼミⅡ 授業形態 演習

科目コード 750115



授業時間外学習【復習】

備考

評価方法・基準

作品の安全性、汎用性、デザイン、創造性等を含めて評価する

テキスト 特別支援教育における教育実践の研究（批評社）

参考書 特になし

課題に対する
フィードバック

作品の修正や補強など、随時、行う

授業の合間に各自で製作を行うこと

授業の到達目標 オリジナル作品、実習中の作品、積み木、木登り動物、クッション、オルゴール、その他も含めて７点以上の教具・玩具を製作する

学位授与の方針
（DP)との関連

1.知識・理解を応用し活用する能力−(2)／2.汎用的技能を応用し活用する能力−(2)／3.人間力、社会性、国際性の涵養−(3)

授業の合間に各自で製作を行うこと

授業時間外学習【予習】

授業計画
【第11回】

これまでの製作（作品）のまとめ

授業計画
【第15回】

卒論発表

授業計画
【第12回】

これまでの製作（作品）のまとめ

授業計画
【第13回】

卒論発表用プレゼンの作成

授業計画
【第14回】

卒論発表リハーサル


